
 

 

 

 

 

 

 

学校水泳プールの 

安全管理について 
～ 学校における安全管理マニュアル作成の手引き ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年４月 

神奈川県教育委員会 

 



は じ め に 

 

平成18年７月31日、埼玉県ふじみ野市の市営プールで小学校２年の女児が流

水プールの排水口に吸い込まれ尊い命を失うという痛ましい事故が起こりまし

た。この事故により、自治体におけるプールの構造に対する安全対策や管理運

営体制等があらためて問われることとなりました。 

昭和43年から平成16年までに、全国で32人（小学校６人、中学校23人、高等

学校３人）もの子どもたちが学校管理下におけるプール排水口の事故により亡

くなっています。平成７年からは、文部省（現 文部科学省）が、プール排水

口に係る全国調査を開始するとともに、再発防止を継続的に呼びかけてまいり

ました。しかし、残念なことに同様の事故が絶えないのが現状です。 

プールの管理運営のあり方が、生命の存否に関わる重大事であることを認識

したうえで、公営・民営を問わず、関係者が強い危機感をもって安全対策や日

常点検に臨めば、事故は必ず防げるものと確信しています。今後、一人も犠牲

者を出すことのないよう、まずは、神奈川県内の学校が、安全管理を再徹底す

る必要があります。 

つきましては、各学校において安全管理を徹底するため、神奈川県教育委員

会では、本冊子「学校水泳プールの安全管理について」を作成いたしました。

是非、この機会に全ての学校で安全管理マニュアルを作成・充実させ、児童・

生徒が安全にプールを利用できるよう環境整備をお願いします。 

 

 

平成19年４月 

神奈川県教育委員会教育局保健体育課長  塩谷 和雄 
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１ 学校水泳プールの安全管理について 

（１）本冊子作成の趣旨 

     本冊子は、平成19年３月29日に文部科学省スポーツ・青少年局長から「プール

の安全標準指針」が通知されたことを受け、神奈川県教育委員会として、県内の

公立学校が「学校水泳プールの安全管理」について真摯に取組み、事故を未然に

防ぐことを目的として作成しました。 

各学校においては、早急に「学校水泳プールの安全管理マニュアル」の作成及

び見直しに取り組み、その内容を職員及び児童・生徒に周知・徹底されるようお

願いします。 

（２）安全管理マニュアル作成の必要性について 

    学校水泳プールの安全管理については、これまで、一部の教職員によって管理

されていることが多く、万が一、プール事故が起きた際に、学校として迅速かつ

適切な対応ができるかが非常に危惧されるところです。 

    各学校が「学校水泳プールの安全管理マニュアル」を作成することで、全職員

が共通理解のもと、事故の未然防止、事故が起きた際の応急手当（心肺蘇生法及

びＡＥＤ・酸素ボンベの使用）及び緊急連絡体制を確認することができ、児童・

生徒が安全に、そして、安心してプールの利用ができるようになると考えていま

す。 

 

２ プールの施設・設備の安全管理について 

 （１）プール全体の安全点検 

プールの使用に際しては、使用開始前、使用時、使用終了後に点検を行い、破

損箇所や異常な状態がないかを必ず確認してください。また、万が一に備え、救

命具（担架、ＡＥＤ、酸素ボンベ等）の準備や設置場所の確認をするとともに、

危険な状態が予測される場合には、直ちに使用を中止するか、事故等が起きない

よう応急措置を行ってください。 
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（２）排(環)水口 

    プール排(環)水口の二重の安全対策については、これまでも各学校にプール清

掃時の際に必ず確認をするようお願いしてきました。このことは、平成19年３月

に国が策定した「プール安全標準指針」においても、特に強調されています。 

また、「排(環)水口の蓋はかなり重いので、ネジ・ボルト等での固定は必要な

いのではないか」といった問い合わせもありますが、全国の事故事例では、持ち

上げられるはずのない蓋が開けられ（子どもが数人で動かしたと考えられる）、

足を吸い込まれてしまったという事故が報告されていることから、必ず固定して

ください。 

なお、「プール安全標準指針」では、プール排(環)水口の蓋がコンクリートや

コーティング加工等で完全に固定されている場合、また、プールの構造上、多数

の排(環)水口が設置されており、かつ、一つの排(環)水口の吸引力が体（手足を

含む）を吸い込む恐れのないものについては、配管の取り付け口への「吸い込み

防止金具」の設置は必ずしも必要がないとされていますが、循環装置の機能の低

下等により吸引力が弱くなったものは、これまでどおり、二重の安全対策が必要

です。 

排(環)水口の蓋と配管の取り付け口への二重の安全対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排(環)水口はプールの底面や壁面

に設置されており、利用者の手や足

が吸い込まれないよう、排水口の上

蓋はネジ・ボルト等で固定し、さら

に、配管の取り付け口には吸い込み

防止金具を設置しなければなりませ

ん。 

二重の安全対策が必要 
配管の取り付け口

配管の取り付け口

吸い込み防止金具等

吸い込み防止金具等

ネジ・ボルト等

ネジ・ボルト等

格子状の蓋 

格子状の蓋 

プールの底に取り付けられている例 

プールの壁に取り付けられている例 

桝

桝 
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※「排(環)水口とは…「プールの水を排水・循環ろ過するための吸い込み口」 



 

３ プールの事故を未然に防ぐための安全管理について 

（１）プールの安全管理責任者（基本） 

 

 

 

 

（２）プール使用開始前の安全点検 

◇ プール水槽内の清掃 

ア プール清掃の際に給排水を行う場合には、必ず最寄りの消防署及び水

道局に連絡をする。 

イ 清掃時に怪我等をしないよう十分注意して行う。 

・土砂の中には、空き缶やガラス瓶の破片など危険なものが混じっている

ことがあるので、素足で作業したりせず、必ず靴や軍手等を着用する。 

・コケなどにより、滑りやすくなっているので、転倒などの事故防止に十

分留意する。 

◇ 排水時にプール排(環)水口の二重の安全措置の状態を確認 

ア 排水時に、土砂やコケ等を取り除き、水でよく流した際に、プール排

(環)水口の蓋を固定しているネジ･ボルト等をゆるめ、蓋を開ける。 

イ 次に、蓋を取り除いた状況で、中の吸い込み口を点検し、吸い込み防止

金具等のぐらつきがないか、腐食していないか等の固定状況を確認する。 

ウ 異常がなければ、排(環)水口の蓋をネジ･ボルト等で固定し、さらに二

人ないし三人で固定した蓋について、ぐらつきがないか等を確認する。 

◇ 付帯設備等の整備・点検 

   ア 更衣室やトイレは、定期的に清掃するとともに、壁等に穴や破損がない

か確認する。 

イ シャワー・洗眼器等の金具に汚れ及び破損がないか確認する。 

   ウ 出入り口や機械室等のドアの鍵に破損がないか確認する。 

エ 浄化装置が正常に作動するか点検・整備を行うとともに、作動手順を明

示しておく。 

   オ コースロープの状況を確認する 

・ワイヤーが劣化していないか、ささくれのように針金が出ていないか。 

点検総括責任者 点検責任者 点検主任 

学校長 

事務長 

副校長 

（教頭） 

保健体育科教諭・総括教諭 

水泳部顧問教諭 
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・ ブイの破損はないか、ブイの数が不足していないか。 

・フック（ターンバックル）のカバーがそろっているか。 

    カ 酸素ボンベやＡＥＤ、担架等の応急手当に係る物品を点検するとともに、

所定の位置を明示しておく。 

    キ プール内の雨等に濡れない場所に「緊急時の連絡体制図」を掲示する。 

ク プールの安全管理が適正に行われていることを利用者に知らせるため、

安全点検の結果を掲示する。 

◇ プールサイドの清掃及び周囲の整備 

ア プールサイドに危険物が落ちていないか、タイルの剥がれや障害物、突

起物がないかを確認する。 

イ プール囲いのコンクリート塀や金網の柵に破損がないかを確認する。 

（３）プール使用時期の安全点検 

◇ (2)「プール使用開始前の点検」で挙げた内容を中心に点検を行う。ただ

し、プール排(環)水口については、水の張った状態では、吸い込み防止金具

の状況までは確認できないため、排(環)水口の蓋がネジ・ボルト等でしっか

り固定されているかについて、目視のみならず、実際に水中で持ち上げてみ

るなどの確認を行う。 

◇ 水量が保持され、オーバーフローが適切に行われているかを確認する。 

◇ 水質の管理については、疾病が発生することがないよう定期的な水質検査、

浄化装置の適正な運転を行うとともに、水を汚さない指導を徹底する。 

（４）使用時期終了後の点検 

◇ プールの使用期間が終了したら、施設の点検・修理及び用具の整理・格納

などを徹底する。 

ア プール本体及び周囲の点検 

イ シャワーや洗眼器などの金具の取り外し 

ウ シャワー室、更衣室、便所などの清掃 

エ コースロープ、ビート板、清掃用具などの格納 

オ 浄化装置及び残った薬品等の始末、特に塩素系の薬品は使用上の注意

に従い処理する。 

カ 施設の施錠 

◇ 施設の修理や備品の購入など予算の必要なものについては、緊急なもの以

外は書類として残し、次年度に引き継げるようにしておく。 
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（５）心肺蘇生法研修会等の実施・参加 

◇ 教職員の誰もが緊急時に対応できるよう、所轄の消防本部等の協力を得る

などして、各学校が自主的に心肺蘇生法等の研修会を実施する。 

      ◇ 県立体育センター等で行われる心肺蘇生法等の研修会に積極的に参加する。 

 

４ 学校における安全管理マニュアルの作成について 

（１）マニュアルの項目（作成例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校水泳プール安全管理マニュアル」 

１ プールの安全管理責任者の明示 

２ プールの管理体制図 

３ 緊急連絡体制図 

４ 救命具（担架・ＡＥＤ・酸素ボンベ等）の設置場所を明示

５ プール使用開始前に整備すべき事項 

   ・プール使用開始前の点検チェックリスト 

６ プール使用期間中における日常点検事項 

   ・プール使用期間中の点検チェックリスト 

   ・利用者への情報提供掲示物 

７ プール使用終了後の整備事項 

・プール使用終了後の点検チェックリスト 

８ 心肺蘇生法等の職員の研修実施計画 

９ その他 

   ・必要に応じて学校独自の内容を盛り込む 
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（２）管理体制図（作成例） 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員会議：安全管理マニュアルの 

職員への配付、周知 

①点検主任による使用開始前チェック 

（県報告様式を使用） 

県へ報告(開始前) 

報 告 

6

点検総括責任者 

②点検主任による日常点検 

（日常点検チェックリスト使用） 

報告

報告

使用許可 

③点検主任による使用終了後点検 

（使用終了後点検チェックリスト使用）

使用前の不備への対応 

使用中の不備への対応 

＜不備の程度により点検総括責任者による判断＞ 

・ 使用禁止 

・ 事故等が起こらぬよう応急措置 

・ 迅速な修理 

点検責任者 
指示 

・閉鎖プールの安全管理 

・次年度への引継ぎ 

使用後の不備への対応 



＊迅速、誠意

＊助言協力要請等

＊共通理解

＊冷静に

＊逐次速やかに

＊協力要請他

＊窓口の一本化

校内での事件・事故などの緊急事態発生時の対処、救急及び緊急連絡体制の一例

＜方針＞
１．児童生徒等の安全確保、生命維持最優先
２．冷静で的確な判断と指示
３．適切な対処と迅速正確な連絡、通報

事件・事故発生

・発生した事態や状況の把握
・不審者等の進入防止や退去のための対応、児童生徒
　等の安全確保
・傷病者の症状の確認（意識、心拍、呼吸、出血等）
・心肺蘇生法などの応急手当（現場で直ちに）
・協力要請や指示
＊必要と判断したら速やかに110番、119番

発見者

近くの教職員
または

児童・生徒等

校　長
副校長

（教頭）
教 職 員養護教諭

指示 指示

報告報告

「緊急対策本部」
直ちに設置

急

行

　保護者への連絡対応

　学校医への連絡

　教職員への対応

　児童・生徒への指導等

　教育委員会への連絡

　警察への連絡対応

　報道機関への対応

　その他必要な対応

事
実
確
認

役
割
分
担
・
窓
口
一
本
化

事
件
・
事
故
対
策
本
部

＊重大な事件・事故発生の場合

救
急
補連
助絡
　等

＊校長が不在の場合もあ
り、全職員で手配を要す
る場合も想定し、共通理
解を図るとともに、直面
した者が手配できるよう
にしておく。

警察や救急車の出動要請
（110番）（119番）

医　療　機　関

処　　置

付添者は逐次状況報告

搬送付添

急行

通報

学

校

医

保

護

者

教
育
委
員
会

指
示
・
指
導

状況報告

（３）緊急連絡体制図（作成例） 
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　　保健体育課長　殿

印  

NO 確認

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

学校長氏名

周 囲

出 入 り 口 等

機 械 室

 薬品の保管場所は施錠されているか。

 機械室は、必要時以外施錠されているか。

付帯設備
備 品 等

 担架等の救命具の位置が確認され、いつでも使用できる状態にあるか。

緊急連絡体制

 吸い込み口に取り付けられた吸い込み防止金具にぐらつきはないか。

 排(環)水口蓋は、ボルト・ネジ等で堅固に固定されているか。

点　　検　　内　　容

排 ( 環 ) 水 口

二重の安全対策

 周りの柵や扉、鍵等の破損はないか。

 シャワー・洗眼設備等は良好に整備されているか。

 浄化装置・薬品注入装置が正常に作動するか。

学 校 水 泳 プ ー ル 使 用 開 始 前 点 検 結 果 報 告 書

　　　本校のプールについて、使用開始前に以下の点検内容を確認しましたので報告いたします。

年　　　月　　　日　　　

点検箇所等

学  校  名 点  検  日

 緊急連絡体制が整備されており、教職員に周知されているか。

点検者氏名

 更衣室やトイレは衛生的かつ安全に整備されているか。

　　　　　　　　　　　　

 利用者へ危険を周知させるためのメガホン等を常備しているか。

水 槽 内

 プールサイドのタイル等に怪我を引き起こすような破損はないか。

 児童・生徒に危害を及ぼす異物等が放置されていないか。

 コースロープに怪我を引き起こすような破損はないか。

 プール水槽内にガラス等の破片が散乱していないか。

プー ルサ イド

コー スロ ープ

（４）使用開始前点検チェックリスト（使用開始前点検結果報告書を利用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入について】 

・ 確認の欄には「異常なし・対応済み」の場合には「○」を記入。 

・ 「異常あり」の場合で、自校で修理する場合は「Ａ」を記入。業者に修理を依頼

する場合には「Ｂ」を記入。未対応(学校として対応が難しいものを含む)の場合

には「Ｃ」を記入。ただし、「Ｃ」を記入した場合には、改善されるまでプール

の使用を控えてください。 

【写真の貼付について】 

・ 点検内容の「14」「15」については、裏面に点検時の写真を貼付してください。 

【報告書の保管について】 

 ・    点検結果は２部作成し、１部を保健体育課へ提出、もう１部は学校で３年間保管

してください。 
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◆以下の内容については写真の貼付をお願いいたします。 

１４ 排(環)水口蓋のボルト・ネジ等での固定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況説明： 

 

 

 

１５ 排(環)水口の吸い込み防止金具等の措置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況説明： 

 

 

＊ 吸い込み防止金具の未設置及び排(環)水口蓋のネジ・ボルトでの未固定の場合には、

その理由を状況説明の欄にお書きください。 

 

写真貼付 

 

写真貼付 
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　点検日　　　年　　　月　　　日（　　） 時間　　： 点検者氏名

【記入について】 【安全点検の方法】

　異常なし　　○   ア…目視(目で見て確認(計測器を含む))

　イ…触診(触ってみて確認)

　異常あり　　Ａ（自校で修理） 　ウ…打音(木槌やハンマーで叩いて確認)

　　　　　　　Ｂ（業者に修理依頼）   エ…振動(揺すってみてぐらつき等を確認)

　　　　　　　Ｃ（適切でない）   オ…作動(スムーズに動くかを作動させて確認)

NO 点検箇所等
点検

方法
確認

1 アエ

2 アエ

3 アエ

4 アエ

5 アイ

6 ア

7 コースロープ アイ

8 水槽内 ア

9 ア

10 アオ

11 オ

12 担架等の救命具の位置が確認され、いつでも使用できる状態にあるか。アオ

13 利用者へ危険を周知させるためのメガホン等を常備しているか。 アオ

14 ア

15 ア

16 排(環)水口 アウエ

適切でない箇所の対応予定：

点　　検　　内　　容

出入り口は、使用時以外施錠されているか。

その他：

水質・水量は適切に管理されているか。

水温は活動するのに適切であるか。

排(環)水口蓋は、ボルト・ネジ等で堅固に固定されているか。

児童・生徒に危害を及ぼす異物等が放置されていないか。

浄化装置・薬品注入装置が正常に作動するか。

薬品の保管場所は施錠されているか。

日　常　点　検　チ ェ ッ ク　リ　ス　ト

プールサイドのタイル等に怪我を引き起こすような破損はないか。

更衣室やトイレは衛生的かつ安全に整備されているか。

コースロープに怪我を引き起こすような破損はないか。

周りの柵や扉、鍵等の破損はないか。

プール水槽内に異物や危険物が浮いていないか。

周　囲

出入り口等

付帯設備
備　　品

水　　質

水　　温

プールサイド

機械室は、必要時以外施錠されているか。

シャワー・洗眼設備等は良好に整備されているか。

（５）日常点検チェックリスト（作成例） 
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 点検日 　　年　　　月　　　日（　　） 点検者氏名

 点検責任者氏名 学校長氏名 印

【記入について】 【安全点検の方法】

　異常なし　　○   ア…目視(目で見て確認(計測器を含む))

　イ…触診(触ってみて確認)

　異常あり　　Ａ（自校で修理） 　ウ…打音(木槌やハンマーで叩いて確認)

　　　　　　　Ｂ（業者に修理依頼）   エ…振動(揺すってみてぐらつき等を確認)

　　　　　　　Ｃ（適切でない）   オ…作動(スムーズに動くかを作動させて確認)

NO
点検

方法
確認

1 アエ

2 ア

3 アオ

4 アイ

5 ア

6 アイ

7 アイ

8 アウエ

9 アエ

10 アエ

11 アエ

来シーズンに向けて整備しなければならない箇所：

その他：

付帯設備

 機械室は正常な状態に保たれているか。

水 槽 内

 プールサイドのタイル等に怪我を引き起こすような破損はないか。

 児童・生徒に危害を及ぼす異物等が放置されていないか。

 コースロープに怪我を引き起こすような破損はないか。

 ひび割れ等による水漏れを起こしている形跡はないか。

プー ルサ イ ド

コー スロ ー プ

 シャワー・洗眼設備等の金具を外したか。

周 囲

出 入 り 口 等

学校水泳プール使用終了後点検チェックリスト

点検箇所等

 更衣室やトイレの壁やドアに破損はないか。

 排(環)水口蓋は、ボルト・ネジ等で堅固に固定されているか。

点　　検　　内　　容

排 ( 環 ) 水 口

 周りの柵や扉、鍵等の破損はないか。

 薬品等の始末を行い、保管場所は施錠されているか。

 機械室は施錠されているか。

（６）使用終了時点検チェックリスト（作成例） 
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区分 確　　認

施
設
関
係

良好な状態である

良好な状態である

良好な状態である

良好な状態である

良好な状態である

救命・救護器具は適切に配置さ
れ、直ちに使用できる状態にある
か。

備
品

・
設
備

点　　検　　内　　容

プール水槽内に異物や危険物が浮
いていないか。

水
量

・
水
質

更衣室やトイレは衛生的かつ安全
に整備されているか

水質・水量は適切に管理されてい
るか。

排(環)水口蓋は、ボルト・ネジ等
で堅固に固定され、配管口に吸い
込み防止金具が取り付けられてい
るか。

 （７）プール利用者への点検結果の掲示（作成例） 

 

プールの利用者へ 
 

 

本校のプールは、次の事項について毎日点検を 

行い、施設等の安全を確認しています。 

 

平成○○年○月○○日 

プール点検総括責任者 

○○○○○ 
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◇ 引用及び参考 

「プールの安全標準指針」（平成19年３月） 

文部科学省 

国土交通省 

 

「学校における水泳事故防止必携」（新訂二版） 

独立行政法人日本スポーツ振興センター 

 

  「学校プールの安全管理指針」（平成18年８月） 

       埼玉県教育委員会 

 

◇ 作成者 

神奈川県教育委員会教育局保健体育課 

 

◇ 問い合わせ先 

ＴＥＬ ０４５－２１０－８３１２ 

ＦＡＸ ０４５－２１０－８９３９ 




